












目的 

本研究は、小児科クリニックにおける診療・相談過程に父親が参加することの意義および

父親参加の役割を検討することを目的としている。 

今年度の研究としては、昨年度の報告に引き続いて、診療・相談における父親参加の程度

を調べ、父親が参加しやすい条件について検討した。またさらに今年度新たな試みとして、

継続して心理相談や発達相談に通ってきている患者の両親に父親の育児協力に関するアン

ケート調査を実施し、父親の育児協力の程度や協力についての自己評価と母親評価を調査

するとともに、父親の育児参加が子どもの発達に及ぼす効果について、事例的に検討した。 


